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平成平成１８年１８年３月期３月期中間期の総括中間期の総括

■当中間期の業績

中期経営計画（平成15年度～平成17年度）の最終年度にあたり、引き続き受注
の増大に努力することと併せて収益力の強化と利益の創出のため、また、グループ
ワイドの連携の追求・強化をもってビジネスチャンスをものにすべく一丸となって取り
組んでまいりました。

この結果

受注高：建築工事の受注減により、52億24百万円（前年同期比24.5％減）
売上高：受注が減少したものの繰越工事の影響もあり、43億60百万円（同59.3％増）
繰越高：上記により、54億16百万円（同15.1％減）

利益につきましては、
営業利益：売上高の増加により、▲2億41百万円（前年同期▲3億20百万円）
経常利益：上記により、 ▲2億23百万円（同▲3億10百万円）
当期純利益：特別損失に遊休資産の減損損失を計上したことにより、▲2億86百万円

（同▲2億93百万円）



平成１８年３月期中間期平成１８年３月期中間期 連結損益計算書連結損益計算書
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（単位：百万円）



平成１８年３月期中間期平成１８年３月期中間期 売上高（連結）セグメント別内訳売上高（連結）セグメント別内訳
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※建設事業内訳の建築・土木の比率は建設事業全体比



平成１８年３月期中間期平成１８年３月期中間期 損益計算書（単体）損益計算書（単体）
（単位：百万円）
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平成１８年３月期中間期平成１８年３月期中間期 連結貸借対照表連結貸借対照表
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（単位：百万円）

※固定資産の増加については、主に今年1月20日付発表の新社屋の建設費用及び投資有価証券の
評価差額増加分です。



平成１８年３月期中間期平成１８年３月期中間期 貸借対照表（単体）貸借対照表（単体）
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（11.2%）1,7791,979資本合計
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（▲8.7%）5,4084,937流動資産

増減（率）前中間期当中間期

（単位：百万円）

※固定資産の増加については、主に今年1月20日付発表の新社屋の建設費用及び投資有価証券の
評価差額増加分です。



平成１８年３月期中間期平成１８年３月期中間期 連結キャッシュ・フロー計算書連結キャッシュ・フロー計算書
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※当中間期受注高の建設事業内訳：建築2,086百万円、土木1,768百万円
前中間期受注高の建設事業内訳：建築4,535百万円、土木1,795百万円

※当中間期繰越高の建設事業内訳：建築2,509百万円、土木2,391百万円
前中間期繰越高の建設事業内訳：建築3,958百万円、土木2,424百万円



平成平成１１88年年３月期３月期通期の見通し通期の見通し

当社グループを取り巻く経営環境におきましては、企業業績を背景とした民
間設備投資に期待が持たれますが、引き続き公共建設投資の減少が予測される
ことから、全体的に供給過剰状態の中で淘汰の波は続き、一層厳しい受注環境
を覚悟せざるを得ないと思われます。

以上の見通し及び取り組みを踏まえ

・引き続き受注の増大に努力をすることと併せて収益力の強化と利益の創出のため
に一丸となって取り組む

・中期経営計画の基本的考え方をしっかりと堅持して、Ｂ（ビフォア－）・Ｐ（プロセス）・
Ａ（アフター）のそれぞれの段階において利益確保を追求する

・グループワイドでビジネスチャンスをものにすべく、持てる力を総結集する取り組み
のいっそうの具体化を推し進める

■当社グループの取り組みと対処すべき課題

■見通し



平成平成1818年年33月期通期連結業績予想月期通期連結業績予想
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（単位：百万円）

※平成１７年６月２０日付で発表しました取引先の債権の取立不能又は取立遅延のおそれが発生
しましたが、現時点では平成17年5月25日付発表の予想と変更はありません。



平成平成1818年年33月期通期単体業績予想月期通期単体業績予想
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（単位：百万円）

※平成１７年６月２０日付で発表しました取引先の債権の取立不能又は取立遅延のおそれが発生
しましたが、現時点では平成17年5月25日付発表の予想と変更はありません。



福島県いわき市常磐湯本町辰ノ口１
ＴＥＬ：0246-72-1111（代表）
http://www.jobankaihatsu.co.jp

21世紀が求める環境の整備・浄化・保全の

機能を兼ね備えた総合建設業をめざす

業績の見通しについては、現段階の入手可能な情報による判断及び仮

定に基づいて算定しておりますが、予想に内在する不確定要因や今後の

事業運営における状況の変化等により、実際の業績の予想数値と異なる

場合がありますことをご了承願います。


